
総務常任委員会

農政環境常任委員会 建設常任委員会

文教常任委員会 警察常任委員会

健康福祉常任委員会

産業労働常任委員会
屋内型遊戯施設とテレワークセンターを融合した
「かさいこども広場＆パパママオフィス アスも」 尼崎総合医療センター現地調査

養父市議会での常任委員会地域開催

相生文化会館での常任委員会地域開催

優れた原木しいたけ栽培を行う猪名川町「仲しい茸園」

美方警察署小代駐在所現地調査

（主）太子御津線バイパス整備事業現地調査

常任委員会では、各所管事務等について県内４地域に分けた現地調査を行っています。

※「常任委員会の活動紹介」を
　４面に掲載

議場で議場で
話し合うだけが話し合うだけが

「県議会」じゃない。「県議会」じゃない。
～地域を知りたい！～地域を知りたい！
　　元気にしたい！　　元気にしたい！

あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

県議会広報PRキャラクター
「兵議博士」

ひょう ぎ はか せ

知事や議員から提出された予算・条例案などを知事や議員から提出された予算・条例案などを
審議し、次のとおり可決又は承認しました。審議し、次のとおり可決又は承認しました。第365回 12月定例県議会の概要（12月１日～12月13日）

◆  本州四国連絡高速道路を含めた「全国共通料金制度」の
継続を求める意見書

◆  私立高校等の教育に係る経済的負担の更なる軽減を求め
る意見書

◆  花粉症対策としてのスギ人工林の植え替えに関する予算
確保を求める意見書

◆  介護・障害福祉分野における処遇改善を求める意見書
◆  食品ロス削減への国民運動の更なる推進を求める意見書
◆  投資詐欺被害を防止し被害回復を図るための法整備を求

める意見書

◆  緊急事態に関する国会審議を求める意見書提出の件
◆  北朝鮮が生存を認めた兵庫県民拉致被害者及び特定失踪者を

はじめ全ての拉致被害者等の帰国を求める意見書提出の件

請願（計２件）

＜議員提出議案＞
◆   議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
＜知事提出議案＞
◆  令和５年度兵庫県一般会計補正予算（第４号）
◆  職員の給与等に関する条例等の一部を改正する条例　等

予算及びその他議決案件（計33件）

◆  北朝鮮が生存を認めた兵庫県民拉致被害者及び特定失踪者をはじめ全ての拉
致被害者等の帰国を求める意見書

◆  ナガエツルノゲイトウ等の特定外来生物に係る抜本的対策を求める意見書

意見書（計８件）

◆ 北朝鮮の弾道ミサイル技術を使用した発射に抗議する決議

決議（計１件）
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代表質問（12月６日）

【Z世代】�10代～20代半ばの若者。スマホやSNSなどデジタルネイティブの世代。用語解説【QOL】�“クオリティ・オブ・ライフ”の略。生活の質。患者の身体的苦痛の軽
減。活力、生きがい、満足度。

用語解説

県
内
就
職
す
る
若
者
へ

奨
学
金
返
済
支
援
の
充
実
を

若
者
Ｚ
世
代
へ
の
支
援
施
策
で
あ
る
県
独
自

の
奨
学
金
返
済
支
援
制
度
が
、
県
内
で
就
職

す
る
若
者
に
行
き
届
き
、
効
果
を
実
感
で
き
る
も
の

と
な
る
よ
う
拡
充
、
充
実
を
。

今
年
度
か
ら
県
負
担
を
２
／
３
と
し
て
制
度

を
拡
充
し
て
い
る
。
導
入
企
業
は
10
月
末
で

２
５
５
社
で
あ
り
、
取
組
を
広
げ
る
余
地
は
十
分
あ

る
。
奨
学
金
返
済
に
悩
む
若
者
に
支
援
を
届
け
る
に

は
更
な
る
利
用
促
進
が
重
要
で
あ
り
、県
民
や
企
業
、

学
生
に
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
周
知
し
て
い
く
。
一

方
で
、
返
済
の
生
活
へ
の
影
響
や
借
入
実
態
等
か
ら

把
握
し
た
課
題
も
あ
り
、
年
齢
要
件
の
緩
和
な
ど
更

な
る
拡
充
策
を
検
討
し
て
い
く
。

自
由
民
主
党

門か
ど

間ま 

雄た
け

司し

◆ 

豊
岡
市
及
び
美
方
郡

A Q帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
助
成
制
度
の
創
設

発
症
リ
ス
ク
の
高
い
帯
状
疱
疹
の
予
防
と
県

民
の
健
康
増
進
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
維
持
及
び
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
県
独
自
で
の
帯
状
疱
疹
予
防
ワ

ク
チ
ン
助
成
制
度
の
早
期
導
入
に
つ
い
て
。

帯
状
疱
疹
や
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
の
発
症
予

防
に
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
化
に
つ

い
て
は
、
国
で
検
討
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
費
用

対
効
果
等
を
議
論
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
県
が
先
導
的
に
行
う
も
の
で
は
な
く
、
基
本

的
に
市
町
が
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
県
は
市
町
へ

の
財
政
支
援
と
し
て
取
り
組
む
の
が
適
切
だ
と
考
え

る
。
今
後
の
国
の
動
向
も
注
視
し
、
市
町
へ
の
財
政

支
援
の
必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

公
明
党

島し
ま
山や

ま 

清き
よ
史ふ

み

◆ 

神
戸
市
須
磨
区

A Q

分
収
造
林
事
業
の
資
金

調
達
方
法
の
経
緯
と
見
解

「
県
債
管
理
基
金
の
運
用
」名
目
で
の
民
間
金

融
機
関
を
通
じ
た
ひ
ょ
う
ご
農
林
機
構
へ
の

融
資
の
法
令
上
の
妥
当
性
、債
務
負
担
行
為
の
必
要

性
、今
回
の
事
例
を
踏
ま
え
た
県
議
会
と
の
関
係
は
。

契
約
時
は
、
地
方
自
治
法
等
で
規
定
の
安

全
・
確
実
な
基
金
の
運
用
と
判
断
し
、
債
務

負
担
行
為
は
、
当
時
の
農
林
機
構
の
財
務
状
況
や
行

革
プ
ラ
ン
の
長
期
収
支
見
通
し
を
勘
案
し
、
設
定
し

な
か
っ
た
。
し
か
し
結
果
と
し
て
リ
ス
ク
が
内
在
し

て
お
り
、
県
議
会
に
丁
寧
に
説
明
し
な
か
っ
た
こ
と

は
、反
省
す
べ
き
。今
後
は
情
報
を
で
き
る
限
り
オ
ー

プ
ン
に
し
、
県
議
会
や
県
民
と
共
有
し
な
が
ら
見
直

し
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

維
新
の
会

増ま
す

山や
ま 

誠ま
こ
と

◆ 

西
宮
市

A Q兵
庫
型
だ
れ
で
も

学
童
へ
の
取
組
に
つ
い
て

学
童
待
機
児
童
へ
の
対
策
と
放
課
後
子
ど
も

教
室
の
充
実
、
放
課
後
の
居
場
所
の
拡
充
に

向
け
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教
室

の
一
体
化
や
連
携
に
つ
い
て
の
取
組
は
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
更
な
る
拡
大
に
向

け
、
長
期
休
暇
中
の
学
校
施
設
の
利
用
や
保

育
所
等
を
活
用
し
た
取
組
を
検
討
す
る
。
放
課
後
子

ど
も
教
室
に
つ
い
て
は
、
市
町
へ
の
地
域
連
携
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
、
効
果
的
な
連
携
事
例
の
啓
発
等

に
よ
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
全
国
的
な
先
進
事

例
調
査
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
放
課
後
子
ど
も
教

室
の
合
同
研
修
を
新
た
に
実
施
す
る
な
ど
、
よ
り
一

層
の
一
体
化
や
連
携
を
促
進
し
て
い
く
。

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

迎む
か
い

山や
ま 
志し

保ほ

◆ 

加
古
川
市

A Q

第365回12月定例兵庫県議会において、物価高騰等に直面する生活者・事業者へ
の支援を実施するとともに、過去最悪のペースで増加する特殊詐欺への緊急対策や
大阪・関西万博に向けたインバウンド対策、あわせて、県人事委員会勧告を踏まえ
た給与改定に対応するため、総額642.8億円となる補正予算を可決しました。

令和５年度12月補正予算（緊急経済対策）概要令和５年度12月補正予算（緊急経済対策）概要

YouTubeでのライブ配信を
実施しています

01　県民生活の安定化に向けた支援 128.3億円
（１）物価高騰影響の緩和 79.8億円
（２）県民生活の安心・安全の確保 48.5億円
02　県内事業者の経済活動への支援 26.7億円

（１）中小企業等への事業継続支援 4.1億円
（２）観光需要の創出 4.4億円
（３）地域公共交通等の下支え 7.3億円
（４）農林水産事業者への支援 10.9億円
03　社会基盤の充実・強化 421.5億円

（１）防災・減災、国土強靱化の推進 421.1億円
（２）県民の安全・安心の基盤づくり 0.4億円
04　給与改定への対応 66.3億円

（１）県人事委員会勧告を踏まえた給与改定 66.3億円

本年度より、本会議の審議状況をYouTubeでライブ配信
しています。画質も向上しておりますので、ぜひご覧くだ
さい。

より便利に、見やすくなりまし
た！

より便利に、見やすくなりまし
た！

右記のページで配信予定等を
ご案内しています。

兵庫県議会ホームページ

【分収造林事業】�市町や生産森林組合などが所有する土地で木を育て、木材と
して売却して土地の所有者と収益を分け合う事業。

【県債管理基金】�県債の将来の償還に備えて積み立てておく基金。

用語解説

広告欄のため不掲載

ひょうご県議会だより 2024（令和６）年 冬号 No.140　2



一般質問（12月７日・８日）

地
域
医
療
の
実
状
に
対
す
る
課
題
認
識
は
。
広
域

的
な
連
携
体
制
づ
く
り
に
県
の
支
援
を
。

医
師
確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
地
域
の
夜
間
休
日

の
救
急
診
療
体
制
の
維
持
な
ど
に
関
し
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
で
協
議
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
県
で

は
デ
ー
タ
提
供
や
医
師
派
遣
の
ほ
か
、
協
議
の
場
に
今

後
も
参
画
し
助
言
を
行
う
な
ど
支
援
を
し
て
い
く
。

大お
お

上が
み 

和か
ず

則の
り

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

丹
波
篠
山
市

QA

生
活
困
窮
世
帯
の
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
は
、
塾

代
の
支
援
が
有
効
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

塾
代
助
成
は
実
施
に
あ
た
り
多
額
の
予
算
を
要
す

る
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

今
後
、
県
内
外
の
先
行
事
例
の
調
査
等
を
行
う
と
と
も

に
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
行
う
。

市
町
と
の
役
割
分
担
を
踏
ま
え
、施
策
を
研
究
し
て
い
く
。

な
か
い 

隆た
か

晃あ
き

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
長
田
区

QA

道
路
の
区
画
線
引
き
直
し
事
業
に
Ａ
Ｉ
技
術
を
活

用
し
た
点
検
の
導
入
に
つ
い
て
。

来
年
度
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
車
載
カ
メ
ラ
で
撮
影

し
た
道
路
画
像
か
ら
区
画
線
の
損
傷
レ
ベ
ル
を
自

動
解
析
で
き
る
点
検
を
試
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
も
活
用
し
、
区
画
線
の
引
き
直
し
な

ど
道
路
施
設
の
効
率
的
な
維
持
管
理
を
進
め
て
い
く
。

菅す
が 

雄た
け

史し

◆ 

公
明
党

◆ 

神
戸
市
兵
庫
区

QA

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
長
期
間
に
わ
た
る
県
立

大
学
無
償
化
の
財
源
確
保
に
つ
い
て
。

財
政
状
況
は
厳
し
い
が
、
県
立
大
学
無
償
化
は
若

い
世
代
・
Ｚ
世
代
の
応
援
と
し
て
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
を
進
め
る
上
で
意
義
が
あ
る
施
策
と
考
え
て

お
り
、
今
後
更
な
る
行
財
政
改
革
等
に
よ
り
生
み
出
さ

れ
た
財
源
を
活
用
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
き
た
い
。

藤ふ
じ

田た 

孝た
か

夫お

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

養
父
市
及
び
朝
来
市

QA

賃
上
げ
に
必
要
な
中
小
企
業
支
援
と
地
方
版
政
労

使
会
議
で
の
賃
上
げ
議
論
に
つ
い
て
。

経
営
基
盤
の
弱
い
事
業
者
に
は
、中
小
企
業
経
営

改
善
成
長
力
強
化
支
援
事
業
を
継
続
し
、販
路
拡

大
等
様
々
な
課
題
に
対
し
金
融
機
関
と
連
携
し
て
収
益

性
向
上
を
図
る
。賃
上
げ
へ
の
機
運
醸
成
が
重
要
と
考
え

て
い
る
の
で
、兵
庫
版
の
政
労
使
会
議
を
開
催
し
た
い
。

大お
お

塚つ
か 

公き
み

彦ひ
こ

◆ 

公
明
党

◆ 

神
戸
市
北
区

QA
太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て
、
安
全
面
や
廃
棄
な

ど
規
制
強
化
に
向
け
た
県
の
対
策
は
。

安
全
面
で
は
、
山
林
に
設
置
す
る
も
の
に
対
し
届

出
制
に
代
え
許
可
制
を
導
入
す
る
ほ
か
、
パ
ネ
ル

の
廃
棄
問
題
で
は
、
事
業
者
へ
の
適
正
な
撤
去
等
の
意

識
づ
け
を
図
る
な
ど
、
早
急
に
規
制
強
化
案
を
と
り
ま

と
め
、
年
度
内
の
条
例
改
正
を
目
指
す
。

松ま
つ
本も

と 

裕ゆ
う
一い

ち

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

加
古
川
市

QA

三
宮
に
お
け
る
客
引
き
行
為
等
の
防
止
に
向
け
た

効
果
的
な
対
策
に
つ
い
て
。

増
え
続
け
る
客
引
き
行
為
等
の
防
止
に
向
け
、
神

戸
市
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
集
中
的
な
取
り
締
ま
り
、
定
点
で
の
監
視
活
動
等

の
地
道
な
取
組
に
よ
り
、
国
際
都
市
神
戸
に
相
応
し
い

快
適
な
環
境
づ
く
り
を
粘
り
強
く
進
め
て
い
く
。

北き
た
村む

ら 

智さ
と
し

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
中
央
区

QA

県
民
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
県
政
の
更
な
る
推
進
に
向

け
た
施
策
の
拡
充
や
新
た
な
展
開
に
つ
い
て
。

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
知
事
室
を
は
じ
め
、
地
域
で
の

会
議
や
視
察
な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
様
々
な
分

野
の
方
と
の
自
由
闊
達
な
話
し
合
い
の
場
を
増
や
す
な

ど
、
対
話
の
機
会
を
更
に
充
実
さ
せ
、
県
民
と
と
も
に

県
民
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
県
政
を
進
め
て
い
く
。

戸と

井い

田だ 

ゆ
う
す
け

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

姫
路
市

QA

県
庁
建
て
替
え
な
し
を
前
提
と
し
た
県
職
員
の
４

割
出
勤
に
対
し
て
、職
員
の
声
を
聞
く
べ
き
で
は
。

モ
デ
ル
オ
フ
ィ
ス
で
の
業
務
実
施
後
、
ア
ン
ケ
ー

ト
等
に
よ
り
職
員
の
意
見
を
把
握
し
て
い
る
。
私

と
し
て
は
、
ま
ず
こ
の
道
を
行
く
し
か
な
い
と
考
え
る

が
、
課
題
の
対
応
策
を
し
っ
か
り
検
討
し
、
職
員
が
最

大
限
の
力
を
発
揮
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

竹た
け
内う

ち 

英ひ
で
明あ

き

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

姫
路
市

QA

県
内
畜
産
業
の
振
興
に
も
つ
な
が
る
有
機
肥
料
を

活
用
し
た
豊
か
な
海
づ
く
り
に
つ
い
て
。

ア
サ
リ
な
ど
多
く
の
魚
介
類
が
減
少
し
て
お
り
、

栄
養
塩
類
濃
度
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題
。
有
機
肥

料
活
用
の
試
験
を
進
め
、
全
国
的
に
新
し
い
手
法
に
も

挑
戦
し
て
い
る
。
下
水
処
理
場
等
の
管
理
運
転
、
た
め

池
の
か
い
ぼ
り
へ
の
支
援
等
も
積
極
的
に
進
め
る
。

浜は
ま
田だ 

知と
も
昭あ

き

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

洲
本
市

QA

●��竹内英明�議員　【モデルオフィス】県が策定した“新しい働き方推進プラン”に基
づき、フリーアドレスやペーパーレス、ストックレスに対応したオフィス。

一般質問用語解説

12月７日 12月８日

定例県議会での質問の一部をご紹介
第365回 12月

※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる「インターネット中継」でご覧いただけます。

一般質問は、質問日毎に
各QRコードから視聴できます。

お 知 ら せ
第366回２月定例兵庫県議会は12月定例会に引き続き
県公館大会議室で開催します。

広告欄のため不掲載
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県議会では、７つの常任委員会が設置されており、本会議から送
られてきた議案などを審査しています。議員はいずれか一つの常
任委員会に属し、閉会中（会期外）においても担当する行政施策
の調査を行います。

常任委員会の活動紹介

③県議会サテライトゼミの
　実施
７月、地域創生の調査研究やまち
づくりの実践等に取り組む県内の
大学ゼミを対象に「県議会サテラ
イトゼミ」を実施。
神戸学院大学経済学部の３年生が

「食品ロスの問題」「ペットボトル
キャップの効果的な回収方法」「防
災のための高齢者のデジタルデバ
イド問題」をテーマに、議員との
有意義な意見交換を行った。

⑦ 高校生が制作する議会広報ポー
タルサイト近日開設予定

公募による16グループ34名の高校生が
議員取材等を実施し、独自の目線から議
会を鋭く追究したコンテンツを制作。議
会広報ポータルサイト「ひょうご県議会
だより 高校生 WEB版」は近日、兵庫県
議会ホームページ上に開設予定。

④９月定例県議会を県公館で開催
９月定例会を県公館大会議室で開催。
12月定例会も同会議室で開催。

①新議会がスタート
４月、新任期による議
会がスタート。阪神・
淡路大震災により生じ
た選挙期日から任期開
始までの「ずれ」が解消。
５月臨時会を開催し、
新議会が始動。

② ５月臨時会及び６月定例県議会を
　県庁３号館７階大会議室で開催
議場棟の耐震性不足が明らかになったことに
伴い、５月臨時会及び６月定例県議会を３
号館７階大会議室で開催。

兵庫県議会 ワシントン州 報告書 検索 兵庫県議会 議会中継 検索

県議会県議会NEWSNEWS ～１年を振り返って～～１年を振り返って～

⑥常任委員会の地域開催
県民の皆様に県議会の役割を一層ご理解いただくため、
議会における審議の中核をなす常任委員会を県内各地域
で開催。
11月に相生市で「義務教育の推進」をテーマに「文教常
任委員会」を、養父市で「地域産業の活性化と戦略的な
産業立地の促進」をテーマに「産業労働常任委員会」を
開催。開催の様子は録画配信をご覧ください。

⑤ アメリカ合衆国（ワシントン州及び
　カリフォルニア州）への訪問
９月、本県とワシントン州との友好提携60周年
を迎え、本県と同州との友好交流の一層の発展に
貢献するため、内藤議長を団長とする友好訪問団
が現地を訪問。齋藤知事と共に共同声明調印式等
に出席したほか、米国の先端技術産業の動向など
の現地調査を行った。

地域の連携、県民の生活の向上
や芸術文化・スポーツの振興、

県政改革や防災・危機管理対策など幅広い分野の政策について、審査・
調査を行っています。県政における課題抽出や、急速に進む時代の変
化に応じた施策の展開など、新たな兵庫の創生に向け、調査、提言を
行います。これからも県民の皆さんの声を県政に的確に反映できるよ
う、委員一同、全力で取り組んでいきます。

総務常任委員会

食料の安定供給と農林水産業の
振興、農村地域の活性化をはじ

め、温暖化対策や自然環境の保全・再生などについて、審査・調査を行っ
ています。ポストコロナ社会における田園回帰やSDGsの目標達成を
意識した農林水産業の持続的発展、地域環境への負荷低減と地球環境
問題への対応など、持続可能な地域、社会の実現をめざし、委員一同
全力で取り組んでいきます。

農政環境常任委員会 近年増加する自然災害に備えた
県土づくり、交通インフラや市

街地整備のほか、空き家対策など活力あるまちづくりといった、暮ら
しに直結する重要な取り組みについて審査を行っています。2025年大
阪・関西万博の開催などを控え、今年度は特に、空港の活性化につい
て調査・研究を行います。県民の皆さんの声を広く承り、安全・安心
で魅力ある県土をつくっていくよう、委員一同、全力を尽くしていきます。

建設常任委員会

不確実性の時代においても、子
供たちがそれぞれの ｢未来への

道｣ を切り拓く力を培っていけるよう、教育に関する施策や現状を調
査し、｢兵庫が育む こころ豊かで自立した人づくり｣ の実現に向けて
取り組んでいます。今年度は、教育現場でICTが日常的に活用され、
児童生徒の情報活用能力育成などが効果的に進められるよう、教育DX
の推進についても研究しています。

文教常任委員会 ストーカー・DV、児童虐待、
特殊詐欺などの犯罪防止のほ

か、暴力団対策やサイバーセキュリティ対策、交通安全や大規模災害
対応などの県民の生活を守る警察の取り組みについて、調査、提言を
行っています。これら多岐にわたる警察活動の充実・強化を図り、県
民の皆さんが安全で安心して暮らせるよう、委員一同、全力で取り組
んでいきます。

警察常任委員会

安全安心な健康福祉社会の実現
に向け、保健･医療・福祉など、

皆さんの生活に身近なテーマについて審査・調査を行います。今年度
は特に、県の子ども・子育て施策の検証を行うとともに、国全体での
取組強化が図られる中、結婚・妊娠・出産・育児の切れ目ない支援が
必要であることを踏まえ、これからどのような施策が求められるかの
提言も行います。

健康福祉常任委員会 兵庫を牽引する産業の創出や、
中小企業の経営基盤強化、地域

経済を支える人材の育成・確保、国際交流、観光振興などについて調
査や議案の審査を行っています。県では、地域経済の持続的な発展や
新たな人流の創出に向け、様々な施策を展開しています。これからも
県民の皆さんの声を的確に反映させ、兵庫の産業の更なる活性化を目
指し、委員一同、全力で取り組んでいきます。

産業労働常任委員会
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